
尾道市立吉和中学校

改善計画

7月 1月

ユニバーサルデザインの
視点を生かした授業づく
り、学習集団づくりを通
して、生徒が｢分かる」｢
できた｣と感じられ、意欲
的・主体的に学習に取り
組む態度の育成をはか
る。

①「わかる」「できる」授業づくり
　・学ぶ必然性のある課題設定
　・ねらいの明確化と流れの可視化
　・生徒の実態に合わせた主体性を引き出す工
夫
② かかわり合いの充実
　・思いや考えを伝え合う場面の設定
    ・学びの定着するための教え合い活動
③小中連携
　・小学校との互見授業の実施
　・小中学校合同研修の実施

①②③生徒アンケート
「授業では、挑戦と失
敗を繰り返しながら、
問いや課題の解決に取
り組んでいる。」の項
目のスコア平均値（５
段階）

年度初
め比＋
０．２

４．２
（年度初
め比＋
0.1）

４．1
（年度初
め比±
０）

95.3 Ｂ

１年生を中心に授業が成立しにくい現状があり、授
業規律の徹底をすべく、号令や授業道具の準備の徹
底に取り組んだ。授業に参加しにくい生徒を取り残
さないためにも、興味関心や理解度を把握し、
「やってみよう」と思えるような授業づくりをする
必要がある。
また、役割を明確にし、関わり合いを充実させるた
めに班編成を見直し、４人１班とした。授業の中
で、さまざまな「かかわり合い」の場は設定できて
いるが、誰とでもかかわることができるように、話
し合い方のモデルを提示したり、意図的なかかわり
合いの場の設定をしたりするなど集団づくりの取組
を生かしていく必要がある。
小中連携では、８月の合同研修を受けて、小中共通
の「聴き型」を教室に掲示しているが、活用しきれ
ていない現状である。どのように活用しているの
か、共有して全教職員で取り組む必要がある。
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・魅力ある授業の工夫を期待する。
・小学校での学力が身についていないことも授業が
成立していない一因だが、授業中の関わり合いや
やったらできたと思わせる授業も今すぐにできる小
手先の対応になっていないか。
・授業参観について、保護者の参加率の向上を図
り、授業の実態を見学してもらってはどうか。小中
連携について、引き続き連携を図り、情報共有を続
けてほしい。
・目標達成に向けた先生方の取組と生徒の授業に向
かう意識とのギャップに驚いている。スタートライ
ンに立つまでの準備をさせるのが大変だ。先生方の

・本校がこれまで大切にし、継続してきたユニバー
サルデザインの考え方を教職員全体で再度学び直
し、なぜ必要なのかを共通認識としてもった上で、
研究体制をつくる。
・授業に参加しにくい生徒を取り残さないために
も、興味関心や理解度を把握し、「やってみよう」
と思えるような授業づくりを進める。
・生徒指導と学習指導の一体化した授業づくりを基
本に、生徒指導の実践上の４つの視点を意識して、
誰とでもかかわることができるように、話し合い方
のモデルを提示したり、意図的なかかわり合いの場
の設定をしたりするなど、集団づくりの取組を行
う。

家庭学習の習慣化や繰り
返し学習と、個別最適な
学びや協働的な学びを進
め、基礎的な知識・技能
を定着させる。

①基礎基本の徹底を目的とした
「がんばり」学習の充実
②「がんばり」と連動した小テ
ストの実施
③生徒の必要感に応じた学習部
屋の設置および補充学習の実施

①②小テストの平均通過
率

③生徒アンケート「授業
では、自分が必要な時
に、必要な仲間と協力し
ながら学んでいる」のス
コア平均値（５段階）

①②
通過率
80％

③
年度初
め比＋
０．２

➀②

71.7%

③

4.2
（年度初
め比－0.

２）

➀②

70.3%

③

4.１
（年度初
め比－0.

３）

88.4 Ｂ

「がんばり」と連動させた小テストの平均通過率も
ほとんどの教科で目標値を下回っており、難易度や
取り組ませ方に課題がある。「できない」と諦めて
いる生徒もおり、「やったらできた」を積み重ねる
必要がある。
また、出すだけでなく、課題への取り組ませ方やテ
スト前に復習時間をとるなどの反復学習の実施のあ
り方を成功事例を基に工夫改善する必要がある。定
期試験時の必要に応じて選択した場所での放課後学
習は継続することができた。さらに、３年生におい
て放課後学習を実施している。
しかし、基礎学力の定着のために、個々に応じた学
力補充をはじめとするさらなる取組や工夫が必要で
ある。
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・放課後学習はよいと思う。
・根本的な解決にならない取組になっていないか。
なぜ勉強をした方が良いのか学力がついた先にどん
な明るい未来があるのか、わからせることはできな
いか。
・小テストについて、誤りの多い箇所については、
生徒間で検討してはどうか。学習部屋について、引
き続き設置し、居場所づくりとして位置付けてはど
うか。
・目標設定と取り組み方には問題はなく、方策も適
正である。基礎学力の定着にねばり強く取り組んで
ほしい。

・委員会活動と連動させた放課後学習の取組を継続
する。
・「がんばり」の取り組み方を共有し、効果的な方
法を各教科に取り入れるとともに、「がんばり」を
活用しながら反復学習に取り組み、基礎学力の徹底
を図る。
・基礎学力の定着のために、生徒の実態や学力状況
を丁寧に分析し、個々に応じた学力補充をはじめと
するさらなる取組や工夫していく。

教育相談、道徳教育を充
実させ、生徒に寄り添い
ねばり強く心に響く生徒
指導に取り組み、行きた
い学校づくりを進める。

①学年担当・生徒指導主事・教育相談コー
ディネーターで細かな情報共有を行い、月
に１回ケース会議を実施して、次月の取組
を決める。

②担任以外の教員との全員面談、ＳＣによ
る全員面談などを通じた教育相談機会の充
実を図る。また、ソーシャルスキルトレー
ニングや道徳教育による相互理解により、
相談する力の育成を図る。

①長期欠席生徒

②生徒アンケート
「信頼できる友人・大人がいま
す。」「困ったときには相談し
て解決できる。」の項目　肯定
的評価

①
５人以

内

②
９０％

①
3人

②
90.6％

①
６人

②
88.6

98.4% Ｂ

長期欠席の生徒数は１年生１名、２年生２名、３年
生４名である。また、各学年の20日以上欠席してい
る生徒は１年生１名、２年生２名、３年生０名であ
る。
生徒アンケートでは、「信頼できる友人」の数値は
92.1％（＋1.1ｐ）、「信頼できる大人」の数値は
84.2％（－5.5ｐ）、「相談して解決できる」の数
値は89.5％（－1.5ｐ）となった。
「信頼できる大人」の項目では、2年－5.5％、3年
－7.4％となっている。1年生への対応を行う反面、
他学年の生徒への対応が手薄になっていることが考
えられる。
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・長期欠席する生徒にも理由があると思うので、そ
れをまず理解してあげることが大切だと思う。
・自分の未来をあきらめている生徒を、楽しい未来
に導く方法を地域を巻き込み考えてほしい。信頼で
きる大人がいないことは思春期の特徴ではあるが、
大人も襟を正す必要があるのではないかと思う。大
人を信頼していないことが問題行動につながってい
る。
・長期欠席対応について、ＳＣを中心に本人及び家
族との面談の継続や関係機関との連携を進める。
・不登校生徒は７月より増えているが、前年度より
は少なくなりそう。保護者を巻き込んで理解を得ら
れればよいのだが。

・長期欠席対応について、ＳＣや関係機関との連携
を本人及び家族と進めたり、アンケートを活用した
全員面談の機会を充実させる。
・日々の生徒の様子を見取り、それらを教員同士で
共有して、より深い生徒理解を行うことで、生徒の
小さな変化に敏感に対応し、生徒との人間関係を構
築する。
・自分の将来を考えたり、高等学校について知る機
会を設けたりすることや、自分にどのような特徴
（良さ）があるのかを考えさせる取組を行う。

学校行事や生徒会活動な
ど体験学習（特別活動）
を充実させ、生徒の｢本
気｣を引き出し自己指導能
力を育成するために、集
団づくりを進める。

①生徒が自分たちで考え、全校生徒
がよりよい学校作りに携わることが
できる行事計画や生徒会活動を行
い、生徒の本気を引き出す。

②生徒の頑張りを掲示物を通じて共
有し、リーダーの思いや生徒１人１
人の目標を共有できる機会を増や
す。

①②生徒アンケート
「学校行事に本気で取り組んで
います。」の項目　肯定的評価

①②
９５％

①②
94.9％

①②
96.1％

①②
101.2

％
A

１年生100％（＋4.8ｐ）、２年生90.0％（－
10.0ｐ）、３年生96.8％（＋5.9ｐ）であった。１
年生は、日常生活や授業態度への課題は大きいが、
全学年で取り組む集会や行事では、落ち着いて話を
聞いたり、エネルギーをよい方向へ発散することが
できる。
２年生は、２学期も様々な人間関係における課題が
あり、他者を認め合うことや、自己肯定感の低さが
課題として見られる。
３年生は、すべての行事において、学校の代表とし
てリーダーシップを発揮した。生徒会活動において
も、自ら学校を良くしようとする活動があり、ノー
チャイムデイによる後輩への声掛けや、文化祭前の
体育館清掃ボランティアなどを行った。
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・生徒会活動について、授業の実態などの課題につ
いて、協議・検討し、その解決に向けての取組方策
を検討し、生徒と学校が共有してはどうか。
・規範意識の向上に向けた取組や生徒との人間関係
作りに取り組んでいくことは大変であるが、頑張っ
てほしい。

・授業前のチャイム前着席、授業準備を行う取組な
ど生徒発信の取組と、教員発信の「切り換え○秒」
「授業のルール○箇条」の取組結果を関連させて、
次の目標設定を生徒たちと共に考えていく。特に、
当たり前のことを当たり前にできるようになること
を目標とする。
・すべての生徒が安全安心に学校生活を送るため
に、生徒の良い面を連携したり、教員同士で指導の
ズレをなくすためのコミュニケーションをとったり
することで、生徒を認める機会を増やし、迷わず指
導することができる体制を築く。

吉
中
太
鼓

教育活動の核
として身に付
けた力を様々

させ、生徒同
士、保護者や
地域、教職員
と響き合う

吉中太鼓で地域や学校、
自分に誇りを持たせ、日
常生活や将来に繋がる心
や所作を育てるととも
に、感謝の気持ちを行動
で表現できる生徒を育成
する。

①吉中太鼓の活動を通じて、自分た
ちで課題解決する場面を充実させる
ことで、日々の学校生活の中の課題
も解決できる生徒を育成する。

②太鼓取組の中で、礼儀作法や吉中
太鼓の歴史や伝統を継承させること
の重要性を理解する。

①生徒アンケート
「日々の課題を自分の力で解決
しようとしている。」

②生徒アンケート
「吉中太鼓の授業に意欲的に参
加しています。」
の項目　肯定的評価

①
９０％

②
９５％

①
91.0％

②
89.7％

①
88.2％

②
94.7％

①
98％

②
99.7

％

Ｂ

①については、１年生92.0％（－3.2ｐ）、２年生
90.0％（－1.7ｐ）、３年生83.9％（－4.0ｐ）で
あった。全体的に自分たちの力で何とかしようとす
る生徒よりも、先生に聞いたり言われたりしたこと
をする生徒が多いように感じる。普段の関わりの中
で、教員が生徒自身に行動を選択させる場面を増や
す必要がある。
②については、１年生96.0％（＋0.8ｐ）、２年生
90.0％（－1.7ｐ）、３年生96.8％（＋12.0ｐ）
であった。特に３年生は、様々な披露の中で、たく
さんの拍手や涙する観客の姿を見て、今まで頑張り
切れていなかった生徒も本気になり、取り組むこと
ができた。
しかし、太鼓で使った礼儀作法や声の大きさを日常
の生活に生かさせるまでに至っていない。教員の粘
り強い指導をより徹底できるよう取り組む。
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・仲間とのきずなが深め合える吉中太鼓はすばらし
いと思う。
・他力本願で自力で問題解決しようとしない。指示
待ちの子供が増えているように思う。以前とは違
い、吉中太鼓だけでは生徒の意欲を引き出すことが
難しい時代になってきているのではないか。
・吉中太鼓について、団体行動は、社会の一員とな
るうえで貴重な体験の機会であり、課題等について
全学年で話し合いの場を作ってはどうか。
・生徒数が少なくなる中で伝承することは大変だと
思うが、礼儀作法や課題解決に向けた取組を今後も
継続してほしい。

・太鼓の披露の前に、どのような姿で演奏に臨
むのかや、どういった太鼓をたたきたいか、そ
のためにどのようなことを意識して練習するか
を生徒自身に考えさせる機会を充実させる。
・何のために吉中太鼓を行っているのかを考え
させ、その中で吉和中学校の伝統を引き継ぐ意
志や地域とのつながり、集団行動の重要性や社
会の一員としての自覚、礼儀作法、などを考え
させる。

働
き
方
改
革

職員のワーク
ライフバラン
スを確立しや
りがいをもっ
て働ける

個業とならないよう、情
報共有をはじめ積極的に
コミュニケーションを図
りながらチームで動き、
職員がお互いに頼みやす
い職場づくりを進めると
ともに、長時間労働を解
消する。

①日々の情報共有を密にし、学校経
営会議、分掌会、学年会等を充実さ
せることを通して、主任主事を中心
としてチームで動く。

②衛生懇話会において、業務改善の
具体的方法について議論し、業務改
善を推進する。（月１回）

①②市教委実施の働き方改革ア
ンケートの質問項目「日々の業
務の中で充実感を得られてい
る」「管理職や主任・主事は、
教職員の業務の進捗状況を把握
し、必要に応じて業務分担の見
直しや進度調整等を行ってる」
の項目　肯定的評価

①②
８０%

①②
46.7%

①②
58%

①②
72,5%

Ｃ

肯定的評価はそれぞれ「日々の業務の中で充実感を
得られている」が約50％、「管理職や主任・主事
は、教職員の業務の進捗状況を把握し、必要に応じ
て業務分担の見直しや進度調整等を行ってる」が約
66％であった。７月の結果からは若干改善がみられ
るが、目標には達しなかった。
組織として計画的に業務を行うことが十分ではな
く、個業になっていることが課題である。
各取組を組織的に実施できるよう学校経営会議の回
数を増やし、主任主事が機能し方向性をを中心と
なって示し計画的に取り組めるようにする必要があ
る。
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・学校全体で課題に取り組むことや全体を俯瞰して
みることができずに目の前のことだけに集中しては
いないか。組織としてまとまりがあるか。
・学校運営について、学校は事務職員及び教職員が
一体となって運営を行う必要がある。また、生徒も
その一つであり、生徒の協力も必要だと思う。
・先生方はよく頑張っておられると思うが、特定の
教員に過重とならないように。

・組織的に業務が遂行できるよう計画立案時期
を早め、取組や準備に余裕を持って取り組める
ようにする。また、学校経営会議の開催回数を
増やし、管理職、主任主事が機能して方向性を
中心となって示していけるようにする。
・日々の充実感が得られるよう、取組後に主任
主事が評価をフィードバックし、成果を認識し
やすくするとともに、次回に向けた改善策も具
体化する。

　

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 j 結果と課題の説明
ハ

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ ロ

資
質
・
能
力
の
育
成

誰一人取り残
さない学びの
保障をするた
めに、生徒指
導と教科指導
の一体化した
授業改善を進
め、生徒の基
礎的・基本的
な学力の定着
と主体的な学
びを進める

生
徒
指
導
の
充
実

生徒の主体的
な絆づくりを
推進し、積極
的な生徒指導
を進め、安
全・安心な温
かい人間関係
を構築し、生
徒の「本気」
を引き出し、
豊かな心を育
てる

b 中期経営目標 e 評価指標

心豊かで ねばり強く 正しく たくましく社会を生き抜く生徒を育成する

i
評
価

f
目
標
値

g
達成
値

g
達成
値

小中連携教育の充実による系統的で魅力ある教育の実現 a 　ビジョン
○ ワクワクする学校
○ 成長し続ける学校
○ 規律と温もりのある学校

令和７年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

様式1


